
佐賀県環境審議会温泉部会

第４６回（令和８年度 第１回）

令和８年７月２３日（木）

グランデはがくれ 3階 有明の間



第２号議案 温泉動力装置許可申請について

申 請 日：令和８年５月２９日

申請者住所：佐賀県佐賀市中の小路2番5号

申請者氏名：株式会社佐賀玉屋 代表取締役社長 山越 悠登

申 請 地：佐賀県佐賀市中の小路30番地

2



温泉動力装置許可申請について

住 所

氏 名申
請
者

申
請
書
の
内
容

動力装置の場所

動力装置の目的

動
力
装
置

種類・型式

出力

内径

揚程

揚湯能力

工事予定期間

源泉名

温度

泉質

温
泉
の
状
況

株式会社 佐賀玉屋 代表取締役社長 山越 悠登

佐賀県佐賀市中の小路30番地

宿泊施設の浴用のため

温泉用深井戸水中ポンプ

11kW

50ｍｍ

161.9ｍ

175 L／分

令和8年8月17日～令和8年9月30日

佐賀玉屋源泉（仮）

ナトリウムー炭酸水素塩温泉

51.0℃

成分 別紙のとおり

佐賀県佐賀市中の小路2番5号

15馬力
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溶存物質（ガス性のものを除く）
2,567mg/kg ≧ 総量1,000 mg/kg

メタほう酸（HBO2）
110.3 mg/kg ≧ 5 mg/kg

温泉源から採取されるときの温泉の温度
51.0度 ≧ 摂氏25度以上

温泉成分について（温泉分析書）

フッ化物イオン
27.3mg/kg ≧2mg/kg
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付
近
の
源
泉
（
半
径
４
ｋ
ｍ
以
内
）

ゆう出路

深さ（m）

温
泉
の
状
況

土地利用及び源泉利用
に関する権利等

申請者が所有している土地及び源泉である。

口径（mm）

0～700 151.0

申請地との距離（m） 源泉名

温泉動力装置許可申請について（続き）

700～1000 102.3

※付近の源泉は別スライド参照
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・予定地及び周辺の状況
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動力装置設置予定地を中心とした半径500m以内の既存源泉の状況

半径500m

佐賀県庁

予定地の半径500ｍ以内に既存源泉はない

動力装置
予定地
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動力装置設置予定地を中心とした半径4km以内の既存源泉の状況

①JR佐賀源泉(1,400m)
②佐賀鍋島温泉(1,800m)
③佐賀ぽかぽか温泉(2,300m)
④平松鉱泉源泉(2,400m)
⑤昇龍源泉(2,800m)
⑥好徳源泉(3,000m)
⑦本庄源泉(3,300m)

動力装置
予定地

①
②

③

④

⑤

⑦

⑥

佐賀駅

佐賀県庁

半径4km



◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①設置予定の動力装置

②平面図・断面図



いずれも佐賀県揚湯試験実施要領より抜粋

＜一般的な段階揚湯試験の結果＞

➀段階揚湯試験

第1段階

第3段階

第2段階

第5段階

第4段階

10



第 1 段階
Q=55.0 L/min

第 2 段階
Q=110.0 L/min

第 3 段階
Q=165.0 L/min

第 4 段階
Q=220.0 L/min

自然水位：GL-22.40m

➀段階揚湯試験

第 5 段階
Q=275.0 L/min
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・段階揚湯試験の結果、4段階目で変曲点
(グラフの傾きが変化する点)が見られたこ
とから、4段階目（220.0 L/min）が限界揚
湯量と考えられる。
・そのため、4段階目の揚湯量(220.0L/min)
に安全係数（0.8）を乗じた値である 176.0 
L/minを適正揚湯量と考えている。
・この後の連続揚湯試験・回復試験は、
175.0 L/minで実施している。

➀段階揚湯試験

限界点
（４段階目:220L/min）

最大点
（５段階目：275L/min）

段階揚湯試験 連続揚湯試験（72時間）
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◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①設置予定の動力装置

②平面図・断面図



②連続揚湯試験、③回復試験

揚湯量
（175.0 L/min） 揚湯停止

4320分
（72時間）

5760分
（96時間）

自然水位：GL-20.44m

GL-90.93m
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◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①揚程計算

②ポンプの性能曲線



➀揚程計算

源泉及び動力装置

配管高低図（源泉から受水槽まで）

受水槽

10F

5F

GL

1.5ｍ

42.05ｍ

・・・ 90°エルボ

・・・ 逆止弁

・・・ 仕切弁

・GL～10階までの高さは「42.05ｍ」、受水槽の高さは「1.5ｍ」。合計43.55ｍ。
・源泉から受水槽までの「90°エルボ」は、8箇所、「仕切弁」「逆止弁」は各1箇所。 16



➀揚程計算

・地上配管経路（直管長さ）
1.5ｍ＋39.5ｍ＋5.5ｍ＋2.5ｍ＋43.55ｍ（高低図より）＝92.55ｍ

・90°エルボに関して、配管平面図では図のとおり

配管平面図（源泉から受水槽まで）

受水槽
源泉及び動力装置

1.5m

39.5m

5.5m

2.5m

・・・ 90°エルボ
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➀揚程計算

水中ポンプ(117m)
→揚湯管長は、117ｍ

動力装置設置断面図

P

GL
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（１）全揚程＝実揚程＋ゆう出路摩擦損出揚程

（２）実揚程＝地下運転水位揚程＋地上揚程

・揚湯量175 L/min時の揚水位は、連続揚湯試験結果から90.93m（動水位）

＝90.93m＋43.55m=134.48m

（３）ゆう出路摩擦損出揚程＝（①揚湯管長＋②地上配管の長さ＋③相当長）×摩擦損失係数÷1000

  ①揚湯管長＝117m ②地上配管の長さ＝ 92.55ｍ

③相当長について

2.1(90°エルボ)×8箇所+0.39(仕切弁)×1箇所+4.0(逆止弁) ×1箇所＝21.19m  

よって

 ゆう出路摩擦損出揚程＝(117m＋92.55ｍ＋21.19ｍ)×55 ÷1000 ≒ 12.7m

（４）(134.48（実揚程）＋12.7（ゆう出摩擦損失揚程）)×1.1（安全率）

= 161.89m ≒ 162m

⇒よって全揚程は、約162ｍ

➀揚程計算

〇摩擦損失（動水勾配）は、ウィルアムス・へ―ゼンの式より。

→ 管径50A・流量175 L/minの時の動水勾配は、「55mmAq/m」。

※ポンプ揚程は165ｍで検討

◎計算条件設定

水中ポンプ運転水量は、『管径50A・流量175 L/min 』で運転。

h(摩擦損失水頭)＝
Ⅼ（配管の長さ）× Ⅰ（摩擦損失係数） ÷1000
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◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①揚程計算

②ポンプの性能曲線



・動力装置は「USMH-506-11GE」を使用

水中ポンプ仕様

※ケーブル70℃仕様は、形式の末尾に「Ｅ」がつきます。 21



揚程165ｍ

175L/min

・計算により算出した必要揚程 約162ｍ
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